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1

1350

1170

5
6

1
8
0

φ
1
9
4

φ
1
8
0

3
×

9
0
=
2
70

2
7
0

3×90=270

2
3
0

350

1
5
0

3
5
0

2
7
0

φ
1
0
0

座グリφ55

8-30キリ

76

C2 C2

φ58
φ80

φ100

両面テープ付き

1
2

1
0

（
1
1
）

146

C2 C2

2-M24ネジ深28

5
0

3
5
0

3
5
0

1470

無塗装

P.C.D 72

2×4-M12ネジ深21

4-φ14
P.C.D 72

5(         )

BM-S

6ａ ｂ

BM-S

カラー

ピン

球面軸受パッキン

カバープレート

二山クレビス

部 品 名 称

4

5

6

7

1

2

3

材料表

部番

0.2

280.2

クロロプレンスポンジゴム

16

4

4

2
JIS B 1180
（1- ばね座金,平座金）

kg（    ）

1.0

0.1

4.1

109.5

質量（　）材 　質 個数

4

1

2

備 考kg

162.6

2.7

六角ボルト

SS400

SS400

300kN±100mm

-

SUS630

L2地震時最大移動量+片温度変化移動量＋施工誤差吸収量以上を
注）ストロークは

施工誤差吸収量

片温度変化移動量

ス ト ロ ー ク

抵　　抗　　力

規格表

L2地震時最大変位

確保することを基本とする。

300

100

ダ ン パ ー 仕 様

移　動　量

ｏ

Δｔ

δ

ｅδ

±

±

±

δ

F

±

mm

mm

mm

15

mm

kN

-

鋼製部材設計力 390P kN

となる。

六角ボルト　  中　　M27×960　　　　8.8

六角ボルト　  中　　M27×560　　　　8.8

六角ナット　  中　　M27 　　　　  　8（1種，3種）

注6）特に指定なき場合、○印は溶融亜鉛メッキ仕様とする。

材料表

　　　各1枚使用を推奨。
注7）  ,   の六角ボルトをねじ込み固定の際は、平座金, ばね座金

六角ボルト・ナット

六角ボルト

（2- 平座金）

（1- 平座金）

　　　このことから、動的解析を行なう際はバイリニアモデルを適用する

　　　のが良い。
　　　可能な場合、F=ａV   の速度依存式に基づくモデルを用いる
　　　また、動的解析ソフトが速度依存を考慮した解析を行なうことが

　　　ことができる。

F ×0.93 kN

F ×1.07 kN

六角ボルト　　中　　M12×35    　　8.8

（1- ばね座金,平座金）

ａ

ｂ

ａ

ｂ

部番

ａ

7

8
JIS B 1180  JIS B 1181

ｂ

- （2- 平座金）

ａ：ビンガム定数

m／sec0.25 0.5m／sec m／sec1.0

部 品 名 称 材 　質

-

速度 V

質量（　）kg個数

8

備 考

（1- 平座金）
JIS B 1180  JIS B 1181

抵
抗

力
 F

F kN

F=ａV 0.1

0.1

V：速度

（321.5）

F：抵抗力

　　　各速度における抵抗力は、
　　　おける抵抗力変化が非常に小さい。

注4）BM-Sは抵抗力特性が速度の0.1乗に比例し、地震時速度に

注1）△印は塗装仕様、○印は溶融亜鉛メッキ仕様とする。

　　　パー本体を結ぶ下部工架台は、  　六角ボルト締付け完了後に

　　　上下部工架台と上下部工を本固定すること。

注2）上部工とダンパー本体を結ぶ上部工架台および下部工とダン

　　　置）での長さ寸法。
　　　も縮む側にも、表記ストローク値だけ伸縮可能なセンター位

注3）ダンパー本体長さ寸法は、ストローク中立位置（伸びる側に

定 格 抵 抗 力

抵　抗　力

0.25 m／sec

m／sec

m／sec

1.0

0.5

速　 度

-7 %

7 %

ａ ｂ

特性式：F=аV 0.1

制震ダンパーは上記の性能を有する製品を使用することとし、
上記の性能と異なる製品を使用する場合は、橋梁全体の照査を

行うこと。

ａ 0.1F=  V   のモデル図

SCW480N
またはSM490A

φ
1
4
0

φ52

4
0

30 30

36 36

φ
5
0

1
5

φ
5
0φ100

　
　
 R
10

　
　
　
　
　
R8
0

-

11

注5）片温度変化移動量は考慮しない。

8.6

4.1

70 120

70 120

8-M27孔

8-M27孔 8-M27孔

8-M27孔

P4橋脚 制震ダンパー詳細図(参考図)

豊成高架橋（上り線） P4橋脚 制震ダンパー詳細図(参考図) S=1:10

豊成高架橋（上下線）

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

図示

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社
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落下物防護柵 28000

17134 17533 17134

17103 17503 17103

17097 17497 17097

17066 17466 17066

橋梁中心

下り線中心線

上り線中心線

CL

平 面 図
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7
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3
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3
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0

2
25
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5
50

5
50

8514 8515 8714 8714 8515 8514

A1 P1 P2 P3

①

コンクリート表面被覆工　0.7m2　

断面修復工Ａ　43.2L

コンクリートはつり工Ａ　0.043m3

数量内訳表

NO 箇所 上下区分

A1～P1上部工① 上り線

寸法(m)

0.6×1.2

面積(m2)

0.720

はつり深(m)

0.060

はつり工(m3)

0.0432

S=1:250

断面修復工(L)

43.2

コンクリート表面被覆工(m2)

0.720

コンクリート圧縮強度

主桁：40N/mm2

②既設撤去

③防錆材塗布

④素地調整

被り厚＋第１鉄筋背面＋10mm

⑤プライマー塗布

⑥断面修復工

ポリマーセメントモルタル

既設鉄筋

①カッター

10㎜程度

は
つ

り
範
囲

鉄筋背面

+10㎜

コンクリート表面

豊成高架橋(上り線) 断面修復工詳細図(その1)

断面修復工詳細図(その1)

豊成高架橋(上り線)

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

詳 細 図

図示

S=1:5
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平 面 図
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400400

25895～25794
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G4

250

2
00

3719 ℓ3

11

橋梁中心

上り線中心線

C
L

②

コンクリート表面被覆工　0.3m2　

断面修復工Ａ　18.6L

コンクリートはつり工Ａ　0.019m3

P3 P4

数量内訳表

NO 箇所 上下区分

P3～P4上部工② 上り線

寸法(m)

0.1×0.7

面積(m2)

0.070

はつり深(m)

0.060

はつり工(m3)

0.0042

断面修復工(L)

4.2

合　計

0.3×0.8 0.240 0.060 0.0144 14.4

18.60.0186

S=1:150

コンクリート表面被覆工(m2)

0.070

0.240

0.310

コンクリート圧縮強度

床版：35N/mm2

主桁：40N/mm2

②既設撤去

③防錆材塗布

④素地調整

被り厚＋第１鉄筋背面＋10mm

⑤プライマー塗布

⑥断面修復工

ポリマーセメントモルタル

既設鉄筋

①カッター

10㎜程度

は
つ

り
範
囲

鉄筋背面

+10㎜

コンクリート表面

豊成高架橋(上り線) 断面修復工詳細図(その2)

断面修復工詳細図(その2)

豊成高架橋(上り線)

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

詳 細 図

図示

S=1:5
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コーナーアングル

L75x75x6x500

コーナーアングル

L75x75x6x500

コーナーアングル

L130x130x12x230

継手板　PL250x12x450

ボルト　（16-M20x55）

補強リング H250x250x9x14ライナープレート t=2.7

1
5
70

1
5
70

1570

1570

1570

1570

1570

1570

1570

1570

2785

668 668

2785

11070

5500

4867 4867

1
2
96

4
3
96

1
2
96

6
9
88

縦梁

H200x200x8x12

切梁

H200x200x8x12

Aリング

Bリング

2785 5500 2785

11070

5
00

1
5
00

2
0
00

4
0
0
0（

立
坑

深
度
 
4
0
2
7）

2
@1
0
00

=
20
00

切
梁

補
強

リ
ン
グ

注：縦梁とライナープレートの隙間には、スペーサーを挿入の事。
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呼称（P1）
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P-9 1413 8 @157= 1256
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直部補強リング

L1 L2 L3

4867 4861 30 @157= 4710

4396 4390 27 @157= 4239

角度部補強リング

全長 A1 A2 A3 B1 B2 B3
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40

4
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78.5 @157

7
8
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@
1
57

M16x45

コーナーアングル

L75x75x6x500

ライナープレート

ライナープレート

φ21

220

4-20×30長穴

50

断面Ａ－Ａ

18050

1
80

50
50

(ｱﾝｶｰ用)

12

φ
42

b2
55

2
80

1
80

280

180

a

50

1
2
.5

14625 25

12

Ａ

196
50

4-φ25
(切梁取付用)

50

25512.5

1
2
.5

12.5

50

Ａ

2
70

3
40

340
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35

35 35

35

8-φ6.8

(木枠取付用)

ａ,ｂ：穴開け位置は切梁メーカー仕様による。

豊成高架橋(上り線) P3橋脚仮設構造物詳細図 S=1:150

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

 P3橋脚仮設構造物詳細図

豊成高架橋(上り線)

図示

平　面　図 S=1:150 ライナープレート構成図 S=1:150 コーナーアングル S=1:20 コーナー部詳細図 S=1:10

補強リング継手板 S=1:20補強リング S=1:20断　面　図 S=1:150

ライナープレート S=1:40

注記）

1.既設構造物形状および寸法は、竣工図を基に復元したものである。

2.切梁受け金具は、RC巻立て厚に応じた標準的な切梁受け金具を想定している。

　施工時の鉄筋の組立状況により、切梁受け金具と鉄筋が干渉する場合には、

　監督員他の協議の上、必要に応じて切梁受け金具の変更や切梁の盛替えを

　行うこと。

3.掘削範囲は、中間貫通鋼材の施工性を考慮し、終点側の掘削範囲を広げる計画

　としている。施工前に現地状況を再度調査・寸法計測を行い、監督員との協議

　の上で掘削範囲を決定すること。

切梁受け金具 S=1:20

（参考図） （参考図）

（参考図）
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コーナーアングル
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継手板　PL250x12x450

ボルト　（16-M20x55）

補強リング H250x250x9x14ライナープレート t=2.7
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注：縦梁とライナープレートの隙間には、スペーサーを挿入の事。
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ａ,ｂ：穴開け位置は切梁メーカー仕様による。

豊成高架橋(上り線) P4橋脚仮設構造物詳細図

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

 P4橋脚仮設構造物詳細図

豊成高架橋(上り線)

図示

平　面　図 S=1:150

断　面　図 S=1:150

ライナープレート構成図 S=1:150

補強リング S=1:20 補強リング継手板 S=1:20

ライナーコーナー部詳細図 S=1:20

コーナーアングル S=1:20

注記）

1.既設構造物形状および寸法は、竣工図を基に復元したものである。

2.切梁受け金具は、RC巻立て厚に応じた標準的な切梁受け金具を想定している。

　施工時の鉄筋の組立状況により、切梁受け金具と鉄筋が干渉する場合には、

　監督員他の協議の上、必要に応じて切梁受け金具の変更や切梁の盛替えを

　行うこと。

3.掘削範囲は、中間貫通鋼材の施工性を考慮し、終点側の掘削範囲を広げる計画

　としている。施工前に現地状況を再度調査・寸法計測を行い、監督員との協議

　の上で掘削範囲を決定すること。

切梁受け金具 S=1:20

（参考図）

（参考図）

S=1:150

（参考図）
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ａ,ｂ：穴開け位置は切梁メーカー仕様による。

豊成高架橋(上り線) P5橋脚仮設構造物詳細図

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

 P5橋脚仮設構造物詳細図

豊成高架橋(上り線)

図示

平　面　図 S=1:150 ライナープレート構成図 S=1:150 コーナーアングル S=1:20 コーナー部詳細図 S=1:10

補強リング継手板 S=1:20補強リング S=1:20断　面　図 S=1:150

ライナープレート S=1:40

注記）

1.既設構造物形状および寸法は、竣工図を基に復元したものである。

2.切梁受け金具は、RC巻立て厚に応じた標準的な切梁受け金具を想定している。

　施工時の鉄筋の組立状況により、切梁受け金具と鉄筋が干渉する場合には、

　監督員他の協議の上、必要に応じて切梁受け金具の変更や切梁の盛替えを

　行うこと。

3.掘削範囲は、中間貫通鋼材の施工性を考慮し、終点側の掘削範囲を広げる計画

　としている。施工前に現地状況を再度調査・寸法計測を行い、監督員との協議

　の上で掘削範囲を決定すること。

切梁受け金具 S=1:20

（参考図） （参考図）

（参考図）
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10ｔラフテレーンクレーン

落橋防止構造
（緩衝機能付きチェーン）

落橋防止構造
（PCケーブル）

落橋防止構造

（緩衝機能付きチェーン）

落橋防止構造
（PCケーブル）

落橋防止構造

（緩衝機能付きチェーン）

制震ダンパー

縁端拡幅工

RC巻立て補強 

(t=250mm,アンカー定着有
 ・中間貫通）

RC巻立て補強 
(t=250mm,アンカー定着無
 ・中間貫通）

RC巻立て補強 

(t=250mm,アンカー定着無
 ・中間貫通）

RC巻
(t=2
 ・中

RC巻立て補強 
(t=250mm,アンカー定着有

 ・中間貫通）

3500

作
業
半
径
 R5.0m

県道

144号線

側道

市道
1690号線

市原市
豊   成

/

落橋防止資材搬入検討図(参考図)

豊成高架橋(上り線) A1橋台

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

図示

注記）1. 工事に際しては橋脚前面等の施工範囲に埋設物等がある可能性

    　　 があるため、事前に調査を行ったうえで施工を行うこと。

豊成高架橋(上り線) A1橋台 落橋防止資材搬入検討図(参考図)

平 面 図

至 市原IC
至 姉崎袖ケ浦IC

10tラフテレーンクレーン

＜資材搬入時＞

資材重量 　: 0.65t

作業半径 　: 5.0 m (16.0mブーム)

定格重量　 : 3.4 t (16.0mブーム)

定格総荷重（t）

ブーム長さ

作業半径
（m）

（m）

16.0mブーム

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

7.0

4.00

4.00

4.00

3.40

3.00

2.60

2.00

　※最も重い資材は、

フック重量 : 0.08t

吊重量 　　: 0.73t

8.0 1.55

　　上部工ブラケット約0.65t

0.73t＜3.4t・・・OK

S=1:500

中間張出3.5m
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10ｔラフテレーンクレーン

落橋防止構造
（緩衝機能付きチェーン）

落橋防止構造
（PCケーブル）

落橋防止構造
（緩衝機能付きチェーン）

落橋防止構造
（PCケーブル）

落橋防止構造

（緩衝機能付きチェーン）

制震ダンパー

縁端拡幅工

RC巻立て補強 

(t=250mm,アンカー定着有
 ・中間貫通）

RC巻立て補強 

(t=250mm,アンカー定着無
 ・中間貫通）

RC巻立て補強 

(t=250mm,アンカー定着無
 ・中間貫通）

RC巻立て補強 

(t=250mm,アンカー定着有
 ・中間貫通）

RC巻立て補強 
(t=250mm,アンカー定着有

 ・中間貫通）

RC巻立て補強 
(t=250mm,
アンカー定着有・中間貫通）

RC巻立て補強 

(t=250mm,アンカー定着有
 ・中間貫通）
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/

落橋防止資材搬入検討図(参考図)

豊成高架橋(上り線) P3,P4橋脚

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

図示

注記）1. 工事に際しては橋脚前面等の施工範囲に埋設物等がある可能性

    　　 があるため、事前に調査を行ったうえで施工を行うこと。

豊成高架橋(上り線) P3,P4橋脚 落橋防止資材搬入検討図(参考図)

平 面 図

至 市原IC
至 姉崎袖ケ浦IC

S=1:500

定格総荷重（t）

ブーム長さ

作業半径
（m）

（m）

16.0mブーム

中間張出3.5m

10tラフテレーンクレーン

＜資材搬入時＞

資材重量 　: 1.47t

作業半径 　: 5.0 m (16.0mブーム)

定格重量　 : 3.4 t (16.0mブーム)

　※最も重い資材は、

フック重量 : 0.22t

吊重量 　　: 1.55t

　上部工ブラケット(終点側)約1.47t

P4橋脚

P3橋脚

1.55t＜3.4t・・・OK

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

7.0

4.00

4.00

4.00

3.40

3.00

2.60

2.00

8.0 1.55

10tラフテレーンクレーン

＜資材搬入時＞

資材重量 　: 1.47t

作業半径 　: 5.0 m (16.0mブーム)

定格重量　 : 3.4 t (16.0mブーム)

　※最も重い資材は、

フック重量 : 0.22t

吊重量 　　: 1.55t

　上部工ブラケット(起点側)約1.47t

1.55t＜3.4t・・・OK
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25ｔラフテレーンクレーン

25ｔラフテレーンクレーン

落橋防止構造
（緩衝機能付きチェーン）

落橋防止構造

（緩衝機能付きチェーン）

落橋防止構造
（緩衝機能付きチェーン）

RC巻立て補強 

(t=250mm,
アンカー定着有・中間貫通）

RC巻立て補強 
(t=250mm,アンカー定着有

 ・中間貫通）

RC巻立て補強 

(t=250mm,アンカー定着有
 ・中間貫通）

RC巻立て補強 
(t=250mm,アンカー定着有

 ・中間貫通）
連続繊維シート巻立て工

(水平) 200g/m2×1層

市道

1125号線

交差道路

市道
1690号線

0.87t＜3.20t・・・OK

/

落橋防止資材搬入検討図(参考図)

豊成高架橋(上り線) P12橋脚,A2橋台

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

図示

注記）1. 工事に際しては橋脚前面等の施工範囲に埋設物等がある可能性

    　　 があるため、事前に調査を行ったうえで施工を行うこと。

豊成高架橋(上り線) P12橋脚,A2橋台 落橋防止資材搬入検討図(参考図)

平 面 図

至 市原IC
至 姉崎袖ケ浦IC

0.68t＜3.20t・・・OK

S=1:500

25tラフテレーンクレーン

＜資材搬入時＞

資材重量 　: 0.46t

作業半径 　: 10.0m (16.4mブーム)

定格重量　 : 3.20t (16.4mブーム)

　※最も重い資材は、

フック重量 : 0.22t

吊重量 　　: 0.68t

　　上部工ブラケット約0.46t

25tラフテレーンクレーン

＜資材搬入時＞

資材重量 　: 0.65t

作業半径 　: 10.0m (16.4mブーム)

定格重量　 : 3.20t (16.4mブーム)

定格総荷重（t）

ブーム長さ

作業半径
（m）

（m）

16.4mブーム

 7.0

 8.0

 9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

5.75

4.50

3.60

2.90

2.40

1.95

1.60

　※最も重い資材は、

フック重量 : 0.22t

吊重量 　　: 0.87t

13.5 1.45

　　上部工ブラケット約0.65t

中間張出3.6m

A2橋台

P12橋脚
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敷鉄板（桁受用）
オープン掘削

再生砕石

敷鉄板

受桁 H-350x350x12x19(リース材)

桁受 H-350x350x12x19(山留リース材)

敷鉄板（桁受用）
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覆工板ズレ止メ [-200x90x8x13.5
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受桁 H-350x350x12x19(リース材)

a-a断面図

b-b断面図

90

350

/

仮橋計画図（参考図）

豊成高架橋(上下線)

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

図示

豊成高架橋(上下線)　仮橋計画図（参考図）

平 面 図

至 市原IC
至 姉崎袖ケ浦IC

S=1:500

側 面 図 S=1:250

覆工桁端部詳細図 S=1:25

取付詳細図 S=1:25

注記）特記なき部材はSS400材とする。
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覆工板

MD(M)-1.0x2.0

主桁 

H350x350x12x19

敷桁

H350x350x12x19

敷鉄板(5'x20')

1524x22x6096ズレ止メ

L100x100x10

△33.603

敷鉄板(5'x20')

1524x22x6096

/

仮橋一般図（参考図）

豊成高架橋(上下線)

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

図示

豊成高架橋(上下線)　仮橋一般図（参考図）

平 面 図 S=1:250

側 面 図 S=1:100

活荷重 A活荷重

橋長  4.00m

衝撃係数 i=0.4/0.3

支間長  4.00m

幅員 22.00m

設計条件

覆工板 落込式

勾配 Level

許容応力度の割増係数 1.5

断 面 図 S=1:100

上り線

下り線
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仮橋上部工詳細図（参考図）

豊成高架橋(上下線)

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

図示

豊成高架橋(上下線)　仮橋上部工詳細図（参考図）

上部工数量表

サイズ 単位
質量

項目
KP1-KP2

覆工板
MD(M)-1.0×2.0 kg 18,656 18,656

㎡ 88.00 88.00

主桁 Ｈ350×350×12×19 kg 8,100 8,100

覆工板ズレ止め [-200×90×8×13.5 kg 1,575 1,575

プレート PL-168×12×310(350S) kg 236 236

ボルト・ナット kg 57 57

小計質量： 28,624 28,624

合計
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仮橋下部工詳細図（参考図）

豊成高架橋(上下線)

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

図示

豊成高架橋(上下線)　仮橋下部工詳細図（参考図）

下部工数量表

サイズ 単位
質量

項目
KA2

敷桁 Ｈ350×350×12×19 kg 3,450 6,900

ズレ止メ L-100×100×10 kg 72 144

小計質量： 3,640 7,280

合計
KA1

敷鉄板 PL-1524×22×6096 m2 74.1 148.2

3,450

72

3,640

74.1

プレート PL-168×12×310(350S) kg 118 236118
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